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し,これに毎時41の 如く極めて小なガス流速で合成用ガスを通 して實験 してゐたのであつて,
Lの 合成用ガスも一酸化炭素は蟻酸の熱分解により,水素は市販のボンブ入りの電解水素牽用
ぴ,共 に純度の高いガスを適當な割合に可及的正確に混合して使用してゐたのである・一方本
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問題があり,其 の他反慮ガスより合成油を探取すること,合 成油の晶質を適當に改良 して目的
の製品を製造すること等の諸問題がある・就 中最 も問題 となるのは第一の原料ガスの高度精製,
第二の鰯媒の工業的製造,第 三の適當な合成櫨の設計及製作及第四の燭媒の再生に關する問題
である.第 一及第二の問題に就ては本試験工場の設立された當初より種 々努力の結果比較的短
期間に於て先づ この程度(毎 時IOOm;の ガxを 虞理する)の 牛工業的實験を途行するには略差
支へない程度に迄解決 されたのである・第四の燭媒の再生に就てもコバル ト鰻媒に關しては或
る程度解決 してゐる.第 三の合成櫨の問題は極めて重大であり,本 試験工場に於ける主要問題
をなす もので次の様な段階を経て極めて着實に研究 されたのである・帥ち先づ第一期試験とし
て毎時100～の合祓ガスを虞理する鐵製の熱油加熱燭媒内置式合成櫨(燭 媒 を反慮管に牧めその
周園に加熱油を循環せ しめる方式の合成櫨)を 三種設計製作 し,原 料ガスとしては實験室に於
けると同様の極めて純度の高い合成用ガスを用ひ,實 験室に於て調製 した コバル ト系タブレツ
ト鰯媒を用ひて合成試験を行つた.其 の結果極めて好成績を得て鐵製の合域燈に於てもガラス
管に於けると同様に合成 し得 る事が明とな り,尚 反慮管の適當な内径 を察知する事 が 出 來 た
(第 一回報告(f])),昭和12年12月)・ そこで第二期試験 として毎時10m3の 合成用ガスを虞理する合成
試験に移つた・帥ち毎時ガス虞理量tOmの 容量を有する熱油加熱燭媒内置式合成櫨を設計製作
し,原 料ガス・もコークスを原料 とした水(ミ)性ガスを用ひ豫めこれより硫化水素を除去 しこれに電(コ)
解水素を混合 して適當なガス組成 となしこれ を高度に精製 して合成用ガスとな し,燭 媒は牛工
業的に製造 したコバル ト系タブレツト鰯媒を使用 し,斯 くして約こ二週聞に亘る連績の含威試験
にも有効 ガス含量を考慮に入れ ると實験室に於けると略同様の合成結果が得 られ今 ガソリン合
成の大工業化の可能性が認められて來たのである(第 二回報告(くコラ),昭和13年7月)・ 然乍ら前記の
如 く熱維濟の瓢より優れた熱水加熱式合成櫨に於ては熱水が高堅となる爲,從 來の合成櫨 とは
逆に合域嘘中に設けられた冷却管に高歴の熱水を通 し,そ の外部に燭媒 を牧 める様な構造に爲
なければならない.斯 檬な燭媒の牧容方法(鰯媒外置式と呼ぶことにする)は合威反鷹に如何な
る影響を及ぼすか叉斯様な合成櫨 を設計するに要する資料 を得る爲に先づ第一に毎時3m3の,
次に毎時10m3の ガス庭理量(自 口ち燭媒充填量夫々30 Z及100Z)を 有する濁媒外置式合成櫨 を
設計製作 し,冷 却管申には熱油を循環せ しめ,コ バル ト系タブレツ ト暇媒を使用,し,原 料ガス
も前記同檬の水性ガスと電解水素の混合ガスを高度に精製 したものを用ひ,種 々の實験條件で
合成試験 をなし,斯 様な燭媒外置式合成櫨に於て も,前 記の鵤媒内置式合威櫨に於けると殆 ど
同様の合成成績が得 られる事が明とな り,%3冷 却管群の ピツチの適當な大きさを定める事が出
來叉冷却管群に封する合成用ガスの硫通方向は合成反慮に大 した影響 を及ぼ さない事が認めら
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れた(第 四回報告,昭( )和14年2月)・ 薮に於て愈 々熱水加熱式合成櫨の設計製作が 可 能 と な
り,毎時ガス塵理量6m3の 熱水加熱式合成櫨により,コバル ト系タブレツ ト燭媒を使用 して牛工
業的試験が行はれたのである・本報ではか 瓦る合成試験の結果を報告する.     一
、本實験ぱ本試験工場に於ける第16回 實験に相當 し,昭 和14年9月22日 より同年10月3日 まで連
績正3日間に亘 り行はれた ものである・
 而 して後に詳記する檬に本寳験は極めて好成績に絡 り,コ バル ト燭媒に關してはこ玉に第二二





               實  験  之  部
  鯛   媒
 本實瞼に使用 したコバル ト系 タブレツ・ト燭媒の活性は第1表 に示 した如 く反慮温度205。Cに
てガス牧縮率78.8%,合 成油牧率111cc/m雪 で,こ れは實験室に於て純粋◎CO:H2 e 1:2
の混合ガスを使(チ)用して得た結果である・この燭媒の組成はCo+10%Cu+5/O Th+2.5%U
      、                             '
+125%珪 藻士である・本實験には斯様な燭媒581を 使用 した・尚この燭媒 は從來のそれより小                  '
型に成型 したものである(r).
              第1表 燭 媒 の 活 性
 反癒温度  還元時間  ガス流速  反尻1時間  ガス牧縮寧   液股生威物牧量 'cc/m3  。c  時  塒   時   %  水 燈油 騨 軸 合成油倉計
  205        20        4.0         20         78.8     190    65    46      111
  熱水加熱式合成装置
 熱水加熱式合成装置は第1圖 に示 した如 く熱水の加熱器,熱 水の循環 ポンプ,熱 水を貯藏す
る ドラム,熱 水加熱式合成櫨,給 水ポンプ,安 全辮,堅 力計等よりなつてゐる・コパル.ト燭媒の
      Y                                          巳
最適反慮温度}ま200～215。Cで あ り,熱水の温度をこの程度に保持するとその堅力は約15～21
kg/cm2(ゲ ージ)と なる.更 に近時彊力な活性を保持 さすに成功 した鐵燭媒を使用する場合に
は熱水の温度を230～250。Cに 保つ事が必要 となるが,す ると熱水の堅力は約27～40 kg,/cm2
(ゲ ージ)と なる.從 つてこの熱水加熱式合成装置はこれ 以上の堅力に耐え得み如 く設計製作
されてゐる事は勿論である.省 本賓験に使用 した熱水(ロ)加熱装置は毎時100m3の 合成用ガスを虚
                   (11)
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理する實験に使用出來るように設計製作されてゐるのである・之等の熱水加熱式合(し)成装置一一式
は川崎重工業株式會祉 に於て製作されだものであり,熱 水の加熱器 は川崎 ラモン ト式熱水加熱
器 を探用 した・熱水加熱式合成櫨は,本 報の初頭に記 した様に,ガ ス虞理量毎時6m3の 容量帥
ち鱗媒約60Zを 充填 し得るもので,こ れは本試験工場に於ける合成櫨No.8に 相當する・この
合成櫨の内部には第2圖 より明なる檬に数多の冷却管を配置 し,こ の中に熱水加熱器により適
當の温度に加熱 した高墜の熱水 を循環ポンプにより強制循環せしめ燭媒の温度 を出來るだけ均
一になし得るようになつてゐる・その爲冷却管の構造及配置には特殊の工夫が施 されてゐる・
燭媒 は之等の冷却管の間隙に牧 められる,帥 ち燭媒外置式になつてゐる事は勿論である・ この
熱水加熱式合成装置一式は相當大きい容量 を有 し,後 述する様に熱水の温度 を一定に保持する.
事 は容易であつた・此等の諸装置の大罷の構造及配置を第1圖 に示 した・此等によh操 作法 も.
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                   第 4 圖
 叔實験では.ヒ記の熱水加熱式合成装置を使川 した黙が從來の熱油加熱式合成装置により實験
した場合と異るのみで,原 料の水性 ガスの製造,電 解水素の製造,水 性 ガスより硫化水素を除
去する装置,ガ スの混合装置,合 成用ガスの高度精製(有 機硫黄化合物の除去)装 置,反 慮ガ
_,よ り水,パ ラフィン分,燈 油分,揮 獲油分及 ガソール分を採取する装置は從來使用 した もの
をそのま ㌧用ひた.從 つてその操作法 も從來通 りである・
  原 料 ガ ス
                    (14)
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 コバル ト系燭媒により合成する貼 より,サ イ ロツクス法及水酸化鐵法(乾 式法)に より豫め
硫化水素 を除去した水性ガスに,電 解水素を混合 しCO:H2望1:2に し,こ れを230～180°C
に加熱 した有機硫黄固定剤(ル ツクスマスに夫 々iOwt・%の 水酸化銅及苛 性ソーダを添加 した
もの)に 通 じ,有 機硫黄化合物をこの中に固定除去 して合成用ガスとした・此等の装置及除去
剤は何れ も從來のものをそのま 工蓮績 して使用 した・斯 くして合成用ガスは第6表Aに 示す様
に0.6gS/100m3程 度まで高度に精製 されてゐたのである・%3本實験に使用 した永性ガスのガ
ス組成及硫黄含量 を第3表Aに 記載 した・電解水素の純度は常に99・9%以 上 保持 されて居た ・
(不純物は酸素)・ガスの分析方法及ガス中の硫黄含量定量法も從來通 りである.
  一般實験條件
 前記の如 く合成櫨には燭媒 を約58Zば かh充 填する事が出來たので,ガ ス流速を6m'/hrに
保痔 した.帥 ちガス室間速度を從來通 り約100に した.反 慮温度 は210n-215。Cを 保持する如 く
熱水の温度 を調節 した.伺 本實験の絡期に於て「時ガス流速を4・5m3/hr紀 下げガス室闇速度の
影響 を調べ叉後に更に反慮温度を若干上昇せしめた.
  實験の経過,結 果及其の考察
 前記の如 く高度に精製 した合成用ガスを6m3/hrの 痺速にて合成櫨に通 しつ曳加熱用の水を
循環せしめ,x第 にこれを加熱 し始め,加 熱開始後約t2時 間にして熱水の温度は略205。Cに 達
し,燭 媒 も略同温度に加熱 された結果次第にガスの牧縮を認めるに到つた.こ の鱗媒の温度が
2G5。Cに 達した貼を實験時間第0時 とした・次第 に燭媒の還元が進み且つ熱水の温度 を上昇 さ
すにつれガスの牧縮率 も上昇 し實験時間第19時 には熱水の温度(合域櫨入口に於ける)は208℃
でガス牧縮率は40%を 越え,第25時にはやはり208。Cにて50%を 越えた・か くして實験時聞第36時.
目頃には燭媒の還元ほ大罷完了した ものと認められた.こ れより合成櫨入ロに於ける熱zkの 濫
度 を210。Cに 保持 し,か くしゼ合成實験は正常な歌態となつたのである.合 成試験の結果は第
2表 に示す如 く,こ の實験時間第36時 より第204時 まで同一條件印ち合成櫨入口に於ける熱水の
濫度は210。C,燭 媒の温度は212～216。C,ガ ス流速は6m3/hr(温 度の補正 を入れないで)に て
連績の實験をなした・か くして少 くとも實験時間180時 目頃までは殆んど燭媒の疲勢も認めら
れす,ガ ス牧縮率は52～62%,合 成油牧率84～92cc/m3を 示 し,'この結果 は合成用ガスが炭酸ガ
ス及窒素で稀繹 されてゐて,コ バjLト 燭媒の最適ガス組成のCO:H2=1:2と して存在する有
効ガス含量が75～85%(平 均80%)で ある事を考慮に入れると,こ の鰯媒 を實験室に於いて純
粋のガスを使用 して實験 した結果(第1表 参照)と 略同一であh,極 めて満足すべき結某が得 ら
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れたのである・實験時間第180時 以後梢鰯媒の疲勢が認められたが,こ の場合の合成油の牧率 も
爾本實験に於ける最高値の80%以 上 を示 した.               ・
 實験時聞第204時 目以後24時 間に亘 リガズ流速 を4.5m3/hrに 下 しガス室間速度を少し(約75)
小にした所果 してガス牧縮率及合成油牧率共若干に上昇した.更 に實験時間第228時 以後合成
櫨入口に於ける熱水の温度を2。Cだ け高め反慮温度 を213～217。Cに 上昇せしめた結果,大 艦
本實験での最高の合成成績の80%程 度の成績を保持する事が出來た・この場合更に好成績の得
られる事が豫想されてゐたのであるが,こ の程度の成績 しか得 られなかつたのは,この聞に停電
の事故があり,其れ以後ガスの混合が梢不調 となつた事が大いに影響 してゐるものと思はれる・
更に反慮温度をこれ より上昇 させたならば長期に亘 りこの程度の合成成績 を保持 さす事は容易
で あらう.
 全 實験 を通 じて水173.7Z,パ ラフィ ン分is.ic,燈 油分19.81,ガ ソ リン分64.4Z,合 成油合計
99・3Z,及 ガ ソール7232Zを 得た.こ れ に封 して1309.1m3(温 度 の補正 を加 ふ)の 合成用 ガス
を通 じ,平 均 ガス牧 縮率51.3%,平 均水牧率133cc/m3,平 均合成油牧率76cc/m3,平 均 ガ ソール
牧 奉5・5Z/m3を 示 した ・この中燭媒 の還元 に要 した時 間 を除 く帥 ち合成 反慮 が正 常 な状態 に達
してか らr期 まで(實 験時間第36～252時)の 合成成績 は平均 ガス牧縮 率54・1%,平 均水牧率137
cc/m3,平 均 合成油牧率83cc/m3,平 均 ガ ソール牧率6.o t/m3で ある.更 に實験 條件が一定(反 慮
温度212～2t6。C,ガ ス流速6m3/hr,實 験時聞第36～204時)の 聞 のみの合成成績 は平均 ガス牧
癖5α4%・ 平均撒 率140cc/妃 平均合戯 櫛85cc/m轡 均ガソール牧郵2"m3を 示L,
この合成用ガスの有効ガス含量(CO:H2ロ1:2と して)が 平均80%で ある事 を考慮に入れ純粋
の合成用ガスに換算すると夫々70.5%,175cc/m3,106cc/m3,7.81/m3と な り,實験室に於て純 、
粋の合成用ガスを使用 した結果 と殆ど差異は無 く極めて優秀な合成成績が得 られたのである・
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               第2表 合 成 試 験 結 果
      實瞼 熱水 反慮 平均ガ ガス 平均ガ    生 成 物 牧 徐 量 t    時 蟹響響 灘 腕 攣 水づ,;燈油す露催 磁 鱒 詳
9jj 22 p pm10 0 205 205
  ～      一   ～   N   5.4  194.2 、30.5  21.3  0.s   L 1  5.0   6.9   495  110   36  '2.5
 24日am10  36   210  ziz                    ・                                          ■
 24日 年m10 36     212  
～      ～   210  ～   5.4  129.4  59.0  195  1.5   2.3  7.4  11.2   815  151   87   5.5
 25pam10  60       216                                                  '
 25日am10 60     212               、              、
  ～      -   210 ～   5.3  127.3  61.9  19.4  1.5   2.8  6.4  10.7  ・692  152   84   5.4
 26日am 10 84    216                                 '
 26日am10 84   212
  ～      ～  210 配   5.3 126.5  58.6  18.0  1.9  2.5  7.3  1L7   819  142   92  '6.5
 27日 ・日Lm10 ios      216
 27日am10  108       212  
～      ～  210 ～   5.3  128。1  58.0  18.8  1.3  2.1  7.3  10.7   890 147   84   6.9
 28日am 10 132     216
 28日am10132    212
  ～      ん   210 ～   5.1  121.2  565  17,3  L6   2.2  65  10.3  1002  143   85   8.3
 29日am 10  15(r       215
 29日am 10 156    212
  ～      ～   210  N   5.2  123.8  52.1  16.2  2.0   1護3  7。0  10.6   647  131   86   5.2
 30日am10 180    214         ・      '
 30日am 10180   212          覧  
～       ～   210  ～   5。4  129.9  48.7  15,3  1.9 「 i.s  6.0   9.7   609  119   75   75
10月1日am 10204    214                 、
  1日am10204    212
  -一       一一  210  -一    4.1  97.7  50.6  12.8  1.5   1.7  5.0   8.2   660  131   84   6.8
  2日am10 228      214
  2日am10228  213    '  、
  ～      ～  212 ～   5.5  131.0  4&0  15.1  L1  1.7  6.5  9.3   603 i15   71   4.6
  3aam10252    217
      0  205 205
              5.21309.151.3173.715.119.864.499.37232133765.5252212217
  総  計 36 210212
      -一  一一  一一一   5.2 1114.9  54.1 152.4 14.3  18.7 59.4  92.4  6737  ]37   83   6.0
  (平.均)252 212217                                 ,
      36     212                         _
      一一  210  -一一   5.3 886.2  56.4 124.5 11.6  15.3 47.9  74.9  5474  140   85   6.2
      204       216            (70.5)                              (175) (}06)
   注意 熱水の温度は熱水の反癒櫨入口に於ける温度
      ガス量には温度の補正を加へた
      括弧内の値は合成用ガスrNの平均有効ガス含量(80%)に 換算 したもの
  俺 この合成成績 を,こ れ まで本(コ)試験工場 に於 て ゴバル ト燭 媒を使用 して行 つた燭媒 内置式合
 成櫨及燭媒 外置式 合成櫨 に よる合成成績 と比較 する と何れ に於 て も殆 ど同様 の成績 が得 られ て
 居 る.し か し此等 は勿論使用 燭媒 の活性,反 鷹條件,合 成櫨等 を異 に して ゐるか ら嚴密 な意味
 で は比較出來ないが大艦 に於て以上の事 は結論 出來 る.
  伺本實験 を通 じての鰯媒 の加熱状況 を第4表 に示 した.合 成櫨 内の各部 に亘 り温度 の分布状
 況 を知 る事 は出來なかつたが,部 分的 に得 た分布歌 態を第5表 に示 した.此 等 よ り燭媒 は大髄均
 一 に加熱 されて居 り,殊 に合成反慮の最 も劇 しい と思 はれ る合域櫨 の中央部 に於 て も殆 ど温度
 差 は認 め られす極 φて均一一dz加熱せ られ てゐた事が認 め られた・ これ は合成櫨の設 計製 作が極
                     (17>
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 めて適切であつた事を物語るものである.尚 本合成装置の容量が大である爲か3ζは熱水を使用
 した爲であるかは判然 としないが,從 來の熱油加熱式合成装置に於けるより反慮温度 を均一に
 保つ事は容易であつた.
  合成用ガスのガス組成及合成反鷹に於 けるガス組成の憂化を第3表Bに 表示 した.こ れによ
 り炭酸ガス及 メタン合成の様な副反1,も蝕 り起つて居 らす,一 酸化炭素 と水素の消費率 も從來
 通 り,i:2・0～2・2程 度となつてゐる.し か しガスの混合が不調で水素の含量が梢過剰の場合に
          r
 はガス状炭化水素(メ タン系)の 生成量がや 工多 くなつて居る.
  合成用ガス中の硫黄含量及合成反憲後反慮ガス(活性炭通過前)に 理留する硫黄含量を夫々第          〆
'6表A及Bに 示 した.反 憲 ガス中 には殆 んど硫黄分 は痕跡 の程 度 しか認 め られす,合 成用 ガス
 中に残留 して ゐた0・6gS/100m3程 度 の硫黄分 は合成用燭媒 中に固定 された もの と思 はれ る.
           第3表A原 料 水性 ガ スのガス組成及硫黄含量
               ガ  ス  組  成  vo1.c°o      硫黄含量 g S/10Qm3
           CO2  02  CO   Hs  CH4 N2  全 硫 黄  有機硫黄
   9月22日 ～29日    5.6   0.2   40.7   44.9   1.4   7.2     29.6     26.4
   9月29日 ～10月3日  5.8 ' o.a  ,3s.ﾟ   45.2   L9   8.2     28.3     2$.2
    第3表B 合成 用ガx,反 鷹 ガスのガ ス組成及合成反慮 に於 けるガス組成の攣化
  日時 及 顛 ガスのノ_一__消 麟 漏桑
  實 験 時 間   條 件  種 類COz SliW O2 CO L H2 CH4 N2 CO:H2 %
  9月24日am 2       合・成用  3.6 -  o. i 30.3 52.2  4.4  9.4
   28時  Ems!血r 反 磨12、O o.a o.z 23.8 29.8 15.5 ]8.5 1:2。01 51.6
             残 留580.io.i11.514.4 7.5 9.0
                (2,2)                        (3」)
  9月24gpm 5212.216。C合 成 用 4.5 - o.i 29.4 54.4 26 9.0
   43時   6ma/hr 反 癒 15.0 0.5・0.2 23.7 25.9 178 16.9  1:2。22 58。7
             残 留6.20.20.1 9.810.7 73 7.0
                (197)                        (47)  昌
  9月25日pm 2212-,-216。C合 成 用 3.5 - 0.2 26.1 57.7・ 28 9.7
   64R',p   6m$/hr 反 慮 15.5 0. t O.1 i2.1 29.4 22! 20.7  1:2.17 62.8
             残  留   5.8  0.o  o.0   4.5   10.9   83   Z7
               ●臨 (2.3)                      (55)
  9月27日am 5212-216。C 合 成 用  3.0 -  0.2 26。8 57.6  3.2  9.2
   103時  6ma/hr 反 鷹is.00.20.o l6 325.524.s is.a,1:2.3854。7
             残 留6,80.10.0 7.411.511.2 8。3
                (3.8)            (8.0)
  9月27日pm 8212-,-216。C合 成用 3.5 - o.0 32.5 53.5 3.1 7.4
   118時…   6m3/hr 反 慮 13.5 0.1 0.0 27.4 23.5 15.7 19.8  1:2.06 59.5
             残  留   5.5  0.0  0.0   11.2   9.5   6.3   8.0
             ,  (2.0)          (3・2)
  9月28日pm 11212～215。C 合 成 用  3.0 '-  0.0 27.6 60.1  1.4  7.9
   145時  6m$/hr 反 鷹10。70.iO.115.435.719.218.8 1:2.13『64。0
             残  留   399   0.0  0.0   5.5   12.9   6.9   6.8
              ・    (0.9)                    (5.5)
                    (18)
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9月29日pm 10212.214。C合 成用 '4・0 - 0・2 29・4 53.5 4・0 8・9
 .168時   6m3/hr  反 雁i 8.2 0.5 0.0 25.0 37.6 13.4 15.3  1:2.09 52.4
            残  留   3.9  0.2  0.0   11.9   17.9   6.4   7.3
                              ②4)
10月1日am 2212-x214。C 合 成用'3.5 -  0.ll 28.i 51.9  5.2 11.2
  196時 . 6m3Jhr 反 慮 8.4 0.2 0.0 22.5 30.0 15。1 23.8- 1:2.20 48.7
            残 留4.30.10.011.515.4 77ia.3
                (0.8)                         (2,5)
10月1日pmlO 212禰ソ214。C 合 威用  3.4 -  0.0 27.8 56.8  3.6  8.4冒
  216時   4.5m3/hr 反 磨 11.1 0.1 0.0 18.3 34.8 18.7 17.0  1:2.10 54.6
            残 留5.00.00.0 8.315.8 8.5 7.8
                (1.6)                      (メ・9)
10月2日pm 3213--217。C合 戌 用 3.2 - o. t 26.5 61.8 3.4 5.0
  233時  6m31hr 反 慮10.20,00.214.942.8 i 7.714.2 1:2.1047.5
            残  留   5.4  0.o  o.t   7.8  22.5   9.3   7,4
                (2.2)                      (5.9)
 注 意skwと あ る のは 重 炭 化 水 素 に て濃 硫 酸 に よn定 量 した値 ・
    合 成 用 ガ スは 合 成 嘘 の 入 ロ 直前 に於 てi反 鷹 ガス よ り油分 を完 全 に除 去 して か ら即 ち活 性 炭
    槽 の 出 ロ に於 て採 取 した,何 れ に於 て も此 等 の 雨 ガスは 同時 に採 取 して ゐ ない.残 留 とあ る
    の は 反 鷹 ガ ス組 成 の合 成 用 ガス組 成 に封 す る%
    括 弧 内 の値 は 夫 々 の生 成 量 を示 す.
   」参 考 の爲 當 時 の實 瞼 條 件 とガ ス牧 縮 率(ガ ス量 に は温 度 の 補 正 を加 へぬ)を 示 した.
              第4表 合 成 櫨 加 熱 状 況
       簸 熱 水 の温 度 ・c  合 成 踊 騨 の温 度 ・c  熱 水 の ガ ス ガ ス 
日  時 1 時間 _        '         塵 力 ゲ 流 速 牧 縮寧       
時 入 ロ 出 ロ 上部 下 部 側 部 側 部 帳 一 懸m・ ノh・%
9月23F3 am 6  8  206  206  205.5 205.5 206 205.5 205  16.2  5.6  7.z
  23日pm 6   20   208.5  208.5   208.5  209   210   209.5  208.5   17.0    5.9   43.4
  24qam 6   32   207.5  207.5   208   210    210   209    208    L7.0    5.5    48.5
  24日pm 6 44  210  210  212  213  215.5 214  212  18.1  5.8  57.2
  25日am 6 56  212 -212  215.5 212  218 218  213  18.5  6,i  59,2
  25日pm 6 ss  210  210  213  213  214 215  212  is.a  6.1  60.8
  26日am 6 80' 210  210  213  212  215.5 215  213  18.0  5.3  62.3                  、
  26日pm 6 92  210  210  212  211  214 214  213  180  5.7  59.4
  27日am 6  104   zto   210    2夏2   212   216  ,2(6   212    18.0    5.8   54.(ら)7                               噌            1
  27日pm 6 116  209.5 209  210.5 210.5 214 213.5 212  17.8  5.r  55.3
  28日am 6  128   .2105  210     212   212    215   215    212    18.0    5.5    59.1
  28日pm 6  140   210.5  2置0    212   212    215   214   2i25   18.0    5.1   59.9
  29日am 6  152   210   210     212   212    214.5  214。5   213    18。0    6.1    51.4
  29日pm6 '164  zto ,210  212、212  214 214  212  18.2  5.8  572
  30目am 6 176  210  210  211 212  214 214』 212  18.0  5.7  49.6
                              巳
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  30口pm 6 188  210  210  211 212  214 214  212  18.0  5.4  47.0
10月i日am塾6  200  210.5  210   212  212   215  215   213   18. t   6.0   45.6
  i日pm 6 212  210.5 2tO.5  212  212  214 213・5 212  18・3  4・6  48・0
  2日am 6 224  210。5 210  212  212  214.5 214.5 212  18.1  45  48.1
  2日pm 6 236  212 211.5  212.5 213  216-216 '213.5 19.1  6.0  47.9
  3日am 6 248  212  212  214  214  2t6 216  214'  18.9  5.4  52.2
 注 意 参 考 の爲 熱 水 の 墜 力 と當 時 の ガス流 速及 ガ ス牧 縮 率(ガ ス量 に は温 度の 補 正 を加 へ ず)を 示 し
    た.街 熱水 の 塵 力 は 熱水 の ド ラムに 於 け る歴 力 を示 した.
           第5表 合 成 櫨 に 於 け る 温 度 分 布
                 燭 媒 の 温 度 。C
      奥 よ りの距 離   下 部   側 部   中 央 部
        cm
         o            ztz         ‐          ‐
         10              212          214          212
         20               213           215           213
         30                 213.5           、215            ・213
         40'                212            214            212
         50                212            213            210
 注意25日 午後9時測定(實 験時間71時)他 の部分は熱電封の移動因難の爲測定しなかつた.
            第6表A合 成 ガ ス の 高 度 精 製 状 況
     ・ 時 實騨 繍 饗 綿 度 懇緯
   9月23日am 10‐jpm 5       12～19        224--182        0.60
    24日pm O-pm11   38-一一49    221-一一181    0.52
    25日pm 1哩)m 7   ・   63-一一69        219--174        0.51
    26日pm 1-一pm 9      87-x95        220-一一183        0.47
    27日pm3-28日am i    113--123       217-一179        0.67
    28日pm 3剣pm11      137-一一145       225--180        0.64
    29日pm 3^-pm 8      149-,-154       215-一一181        !..
    30日am 11-pm 9      181-x 191       225-一一185        0.55
  10月1日am 8-pm 8      202-一一214       225【-175        0.5
    2日pm嚇4-3日am O    234-242       225-一一185        0.68
           第6表B反 慮 ガ ス 中 の 残 留 硫 黄 含 量
     ・ 時 實騨 繍 蜷鍛 箒懸 継
   9月24日pm 1-,-pm 9     39--47       210--215
    25日pm 2-pm 7     64-x69       212-一一214
    26口pm 2-,-pm 9     88--95      212-215                                      <0.1
    27日pm 3-一一dam 1    113--123      212-一一215
    28日pm 4一翌am O    138--146      212--214
   置0月3日am 1-一am 6     243-一一248       214-一一217
 注意 このr反9ガ ス」は合成反慮を終ったガスで活性炭を通過する前に採取 した.
                    (20)
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               総        括
 (1) コバル ト系 タブ レツ ト燭媒を用ひ,容量毎時ガス庭理量6m3の 熱水加熱式合成櫨によ
り合成試験 をなしだ
 (2)反 憲温度・212～216。C,ガ ス流速6m3/hr(ガ ス室聞速度約ioo)に 於て,ガ ス牧 縮 率
56・4%,水 牧率140cc/m3,合 成油牧率85cc/m3を 示 し,合 成用ガス中の有効ガス含有量 を考慮
に入れ ると夫k70.5%,175cc/m3,106cc/m3と な り實験室に於ける結果 と殆 ど差異な く,極 め
て好成績 を得て,叢 にコバル ト系燭媒に關 しては第二期合成試験 を完了した・
               交       献
            (1)化 學研究所講演集 第 八 輯
            (2) 同  上 第 九 輯
            (3)同 上 第 十 輯
               後        記
 本合成試験 を爲すに際 して,装 置の設計及建設には見玉信次郎,橋 本義一一郎,平 尾設市;燭 媒
の製造には村田義夫;水 性ガスの畿生には舟阪渡,橋 本義一郎;電 解水素の製造には舟阪渡;平
尾設市,湯 淺幸雄,白 石博;ガ スの精製忙 は舟阪渡;合 成試験には見玉信次郎,舟 阪渡,橋 本義
一郎,村 田義夫,田 原秀一,松 村彰一,河 東準,多 羅聞公雄,近 藤禎造,平 尾設市,湯 淺幸雄,白.
石博,櫻 井武雄,平 井直行,大 路源一,坤 尾義行,田 中辰男,辻 田雅司,岩 本健二郎,水 谷内剛,
中井周二,澤 田安久;以 上の諸氏が夫kを 主 として澹當 し,他 に本試験工場員一同の協力によ
7 行 されたのである・
 株式會肚佳友本肚及住友化學工業株式會杜 より財政上及技術上多大の御援助を得だ.殊 に津
上雄三及八木裕雨氏 より技術上多大の御助力を得た.藪 に記 して感謝の意 を表する・
 熱水加熱式合成装置の設計製作及本實験を爲すに際して,川 崎重工業株式會就より技術上多
大の御援助を得た.殊 に大野俊彦,郷 田象則雨氏より技術上多大の御助力を得た.蔽 に記して
感謝の意を表する・
 松永六二先生より引績き種 御々助力を賜つて居るが,殊 に熱水加熱式合域装置の設計製作及
本實験を爲すに際しては多大の御助力を賜はつた事を蔽に記して感謝の意を表するものである・
 爾本實験を爲すに際して北海道人造石油株式愈杜の中井周二氏及玉造船所の澤田安久氏の御
助力を得た.                          (昭和14年11月)
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